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   東日本大震災から３カ月目の６月11日、中
国・北京で「能登の里山里海」が世界農業遺産
に認定された。１年前には世界農業遺産とは
何かも知らなかった者が、国連食糧農業機関
（ＦＡＯ）の選考委員会で「能登の里山里海」を
世界農業遺産に認定してくださいと提案説明
している姿を思うと、感無量だった。
　北陸農政局から話があり、国連大学も協力
するとのことで、とにかくやってみようと

はじめたことが、本当に認定されて夢のようだ。地震・津波・原子
力・風評被害と、暗いニュースが多い中で、能登に大きな夢と元気
を与えてくれた。
　「能登の里海里山」は、豊かな自然が残り、多くの鳥や虫、魚が生息
し、そこで長年農林水産業が営まれてきた。その中で、能登にしか
ない伝統文化や祭りがあり、能登特有の景観が保全されている。こ
のことが世界的に貴重な農業資産であり、能登を一体のものとして
未来に残さなければならない農業遺産として認定された。
　さて、この世界農業遺産の認定を能登のためにどのように活かす
のか。そこが要だ。観光資源、農林水産物のブランド化、環境保全
のシンボル、教育の場などいろいろな活用方法が考えられる。同時
に認定を受けた佐渡市は、「トキの棲(す)む佐渡」として、もっともっ
と多くのトキが棲める農業環境・自然環境づくりを進めていこう
としている。かつて能登にもトキが棲んでいた。「佐渡と能登が連
携し、ともにトキが棲めるような環境づくりを進めていきたいね」
と佐渡市長と話をした。能登の過疎化、農地、山林の荒廃を止めな
ければ、世界農業遺産を維持できないことになり、認定登録の取り
消しが心配になる。２年ごとに審査もある。いずれにしても持続
可能な地域づくりにこれまで以上に努力しなければならない。
　東日本大震災を契機に、私たちの社会は従来の価値観を根底から
揺さぶられた。遅れている能登、何にもない能登といわれたところ
が、たいへん素晴らしい資源の宝庫であると認められたのだ。こ
れまでのものの考え方、価値観を根底から見直さなければならない。
先人がコツコツと築いてきた、この能登を足元から見直し、「能登は
やさしや土までも」を改めてかみしめたいものだ。
　石川県も里山ファンドをつくり、支援してくれる。市民・団体の
皆さんから多くのアイデアをお待ちしています。

　①まちづくりに関すること、②生活環境に関することなど
前向きなアイデアをお聞かせください。（個人・グループど
ちらでも可。１組30分以内）
●７月25日（月）10：30 ～ 12：00
　会場：田鶴浜市民センター　１階くらしの相談室
●８月３日（水）15：00 ～ 17：00
　会場：七尾市役所　202会議室
※申し込みは１週間前まで（公務により中止になる場合あり）

　　　　　　　　　　　　　広報広聴課　☎53-8423

　能登の世界農業遺産を
　　　活かすのは『市民力』

市政への思いやアイデア
をお聞かせください！

市長へのメール「前略、市長さん」（http://www.city.nanao.lg.jp/shicho/）

では、市民の皆さんから市長へのご意見・ご質問などをお待ちしています。

七尾市長

七尾市立図書館 検索

「医の未来」　
　　　　　　　　　　　    矢崎　義雄／岩波書店
「終電へ三○歩」
　　　　　　　　　　　 赤川次郎／中央公論新社
「日本の百年企業」
　　　　　　　　　    朝日新聞編／朝日新聞出版
「はじめの穴終わりの口」　
　　　　　　　　　        井坂洋子／朝日新聞出版

「観光まちおこしに成
功する秘訣－成果を上
げるための処方箋」
渡辺千賀恵
ぎょうせい

「朗朗介護」
米沢富美子
朝日新聞出版

「放課後はミステリー
とともに」　
東川篤哉
実業之日本社

「いとま申して
「童話」の人びと」

北村　薫
文藝春秋

   　 中央図書館　☎53-0583
　　本府中図書館　☎53-3662
　　田鶴浜図書館　☎68-6785
　　中島図書館　☎66-8000
※七尾市立図書館のホームページでは、各図書館
の最新情報が見られます。また、全図書館の蔵書
検索もできます。ぜひご利用ください。

　       第14回　夏の夜のお話し会
星空の下、楽しいお話し会を行います。
ご家族で夕涼みがてらお越しください。
日時　７月23日（土）19：30～（雨天決行）
場所　七尾市中島文化センター　中庭
                                             （雨天時はロビー）
参加費　無料（どなたでも参加できます）
講師　　トトロのお話し会ほか
　中島図書館　☎66－8000

18広報ななお



あしたのジョー ７月31日(日)まで開催中！
池田コレクション優品展

☎ 68-2277

■会　場　能登演劇堂
■入場料　3,000円（当日500円増・未就学児入場不可）

作：安部公房　演出：樋口泰子

サンビーム日和ヶ丘 検索

■日    時　７月16日（土）

　　　　　７月17日（日）

☎ 53-1500 七尾美術館 検索

　七尾市出身の池田文夫氏が生前に収集した美術品か
ら、美術愛好者たちに愛され続けている『根来』の優品を
中心に、池田輝三郎氏より新たに34点をご寄附いただき
ました。七尾初お披露目となりますので、ぜひご覧くだ
さい。

■開館時間　9：00～ 17：00（入館は16：30まで）
■休館日　月曜日(18日は開館)､19日
■観覧料　一般350円・大高生280円　※中学生以下無料

～新寄附作品・用の美『根来』を中心に～

デンドロビウム展
８月３日（水）まで開催中

重要美術品 ｢後奈良天皇和歌懐紙 ｣室町時代 ｢根来湯桶 ｣室町時代

能登演劇堂 検索☎ 66-2323

自主上映会

①14：00～　②19：00～

①10：00～　②14：00～

■料金　大人1,000円　高校生以下500円
あらすじ：昭和40年代、東京の下町。ドヤ街でケンカに明け暮れる、矢
吹丈。丈は丹下段平にボクサーとしての素質を見出されるが、少年院
へ。そこでプロボクサー・力石徹に打ちのめされた丈は、彼に勝つた
めに段平の教えを受ける。やがて少年院を出た力石は、白木財閥の娘・
葉子の支援の元、プロとして連戦連勝。一方、丈もプロデビューを果た
し、力石との対決に燃えていた。しかし、二人の間には体重による階級
の差があった。そこで、力石は過酷な減量に挑む。

『友達』無名塾

　ある夜、31歳の「男」の部屋に見知らぬ８人の家族が訪れ、勝手に上
がりこみ共同生活を始めてしまう。傍若無人に「男」の生活を浸食して
いくが…。仲代達矢が紀伊国屋演劇賞を受賞した安部公房の『友達』に
無名塾が挑みます。

■日　時　９月30日（金）18：30 ～
　　　　　10月１日（土）13：30 ～
　　　　　10月２日（日）13：30 ～

ラン科植物の中で最多の種類をもつデンドロビウム。
さまざまな色彩と変化に富む形をお楽しみください。

☎ 54-0300 のと蘭ノ国 検索

毎月29日は市民無料デー

７月10日（日）
農村レストラン開催
【親子ところてんづくり体験同時開催予定】

映画
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